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注記

以下のデータを編纂するに当っては『主として『地総研ニュースj(創刊号~第7号)， 

f地域総合研究.i(創刊号~第7号)， r社文研ニュースj(創刊号)， r国際社会文化研究所紀
要.i(創刊号~第10号)，龍谷大学「学術年鍛J(1991-2003年)を参照し，必要に応じて地
域総合研究所運営会議議事録.国際社会文化研究所運営会議議事録，受発信文書，支出起案

を参照した。研究プロジ、エクト一覧における研究員の所属・氏名等は研究員就任当初のもの

を採用した。また，研究員氏名の掲載順は，基本的に参照した資料における掲載}II買を踏襲し

ている。誤認・誤記が認められた場合には 国際社会文化研究所事務室へ連絡されたい。



1.助成研究プロジェクト一覧

1) 地域総合研究所期 (1989~1996年度)
開始年度~
終了年度

プロジェクト名

研究代表者

1989-19901スーパービジョンの理論と実際

龍谷大学社会学部教授

黒川昭登

1989-19931地域社会の生活構造と住民意識の動態研究

龍谷大学社会学部教授

口羽益生

研究員

龍谷大学社会学部教授中垣昌美

龍谷大学社会学部講師津原深雪

龍谷大学学生課嘱託カウンセラー 松岡宗淳

美作女子短期大学部講師石田 敦

滋賀県長浜市青少年センター奥平俊子

乙訓ポニーの学校主任指導員大坪勝弘

滋賀県彦根児童相談所判定主任 中川 泰彦

大阪高等学校教諭池永文雄

衣笠幼稚園教諭北村治代

京都市伏見区家庭児童相談室相談員 貝沼三枝子

滋賀県坂田郡福祉事務所福祉主事川嶋明美

宇治明星園老人ホーム 高谷よね子

京都市民生局福祉課福祉主事大谷隆造

龍谷大学経済学部教授河村能夫

滋賀県琵琶湖研究所主任研究員 嘉田由紀子

京都女子大学助教授舟橋和夫

龍谷大学社会学部ティーチングアシスタント

磯部(千葉)紀子

龍谷大学社会学部教授笠原成郎

龍谷大学社会学部教授法雲俊邑

龍谷大学社会学部助手桑田晃男

龍谷大学文学研究科修士課程小野 剛

京都大学東南アジア研究センター教授坪内 良博

龍谷大学社会学部助教授松下敬一郎

龍谷大学文学研究科修士課程吉田 秀和

龍谷大学社会学部助教授 山中美由紀

龍谷大学文学研究科博士課程 玉里恵美子

飽谷大学社会学部教授川崎恵理

龍谷大学社会学部教授高島 昌二

龍谷大学短期大学部助教授志水宏行

龍谷大学社会学部助手磯部 裕

龍谷大学社会学部助教授古賀和則

龍谷大学非常勤講師西光義秀

龍谷大学文学研究科修士課程山本哲司

龍谷大学社会学部教授高津 等

京都大学東南アジア研究センター教授高谷好一

龍谷大学社会学部講師新国光子

龍谷大学大学院生窪田和美

龍谷大学大学院生藤江拓司

龍谷大学大学院生山本 文

龍谷大学社会学部助教授朝倉葱俊

龍谷大学大学院社会学研究科生福井みさ

悌教大学大学院生政岡伸洋

龍谷大学社会学部教授児玉 昇
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1991~19931 児童問題から見た日米家族比較研究

日米社会福祉比較研究(児童・家庭を中心に)

龍谷大学社会学部教授

黒川昭登

1991~19911 社会福祉・地域福祉の対象についての研究

龍谷大学社会学部教授

中垣昌美

1992~19941 滋賀県の地域レベルにおける労働力移動と社会

構造の変動に関する実証的研究

龍谷大学経済学部教授

河村能夫

1992~19941 琵琶湖干拓農業と村落構造ー滋賀県湖東大中の

場合一
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龍谷大学社会学部教授

高島昌二 (1992年度)

龍谷大学社会学部教授

高津 等 (1993，1994年度)

龍谷大学社会学部教授 中垣昌美

龍谷大学社会学部教授西光義倣

龍谷大学社会学部講師 長上(津原)深雪

龍谷大学社会学部社会福祉学科助手高松智画

美作女子大学講師石田 敦

聖カタリナ女子大学助手栗田修司

滋賀県彦根児童相談所判定主任 中川 泰彦

滋賀県心の教育相談センターカウンセラー

奥平俊子

龍谷大学社会学部助教授亀山佳明

電気通信大学助教授森 重雄

香川大学教育学部助教授加野芳正

香川大学教育学部助教授矢野智司

香川大学教育学部助教授武重雅文

香川大学教育学部講師桐田克利

龍谷大学社会学部教授一柳豊勝

龍谷大学社会学部教授案原洋子

龍谷大学社会学部教授児島美都子

龍谷大学社会学部教授奈倉道隆

龍谷大学社会学部助教授松渓憲雄

龍谷大学社会学部助教授村井龍治

元米国ハワイ州老人福祉対策局長 ジョージ松隈

関西保育福祉専門学校講師山下和夫

龍谷大学短期大学部講師生田正幸

龍谷大学社会学部講師津原深雪

大阪府立中宮病院精神医学ソーシヤルワーカー

大西 豊

大谷女子大学講師山下憲昭

大阪城南女子短期大学講師藤井伸生

四条畷学園女子短期大学助教授村井龍治

種智院大学講師滝村雅人

大津市社会福祉協議会山口 浩次

龍谷大学経営学部教授戸上宗賢

龍谷大学経済学部講師広岡博之

龍谷大学非常勤講師河村律子

龍谷大学非常勤講師 中川ユリ子

京都女子大学助教授舟橋和夫

龍谷大学経済学部教授石川両一

龍谷大学非常勤講師斎藤千宏

龍谷大学社会学部教授笠原成郎

龍谷大学社会学部教授川崎恵環

龍谷大学短期大学部教授志水宏行

龍谷大学社会学部教授法雲俊邑

龍谷大学社会学部講師磯部 裕

龍谷大学社会学部助手磯部(千葉)紀子

龍谷大学大学院社会学研究科生笠原正嗣

龍谷大学大学院社会学研究科生吉田 秀和

龍谷大学大学院文学研究科生山本 文

龍谷大学社会学部講師持田良和



1992-19941現代日本家族の変貌に関する総合的研究一国際

比較の視点を中心に-

龍谷大学社会学部教授

中 久郎

1994-19961地域社会・社会福祉制度に関する比較研究

飽谷大学社会学部教授

業原洋子

1994-19961地域社会，家族および宗教の関係に関する比較

研究

龍谷大学社会学部助教授

古賀和則

1.助成研究フ。ロジ、エクト一覧

龍谷大学社会学部教授居安 正

龍谷大学法学部教授 甲斐道太郎

龍谷大学社会学部教授 口羽益生

龍谷大学社会学部教授児玉 昇

龍谷大学社会学部教授高島昌二

龍谷大学社会学部教授高津 等

龍谷大学経済学部教授坪内玲子

龍谷大学社会学部教授 中垣昌美

龍谷大学社会学部教授亀山佳明

龍谷大学社会学部助教授古賀和則

龍谷大学社会学部助教授 松下敬一郎

龍谷大学社会学部助教授松渓憲雄

龍谷大学社会学部助教授 山中美由紀

龍谷大学社会学部助教授長上深雪

龍谷大学短期大学部講師磯部 裕

龍谷大学社会学部講師新田光子

龍谷大学短期大学部助教授生田正幸

龍谷大学社会学部教授黒川 昭登

龍谷大学短期大学部教授小林 ー

龍谷大学短期大学部教授柴田 晃

龍谷大学短期大学部教授清水教恵

甲子園短期大学講師新居澄子

京都大学助手西山 伸

種智院大学教授宮城洋一郎

聖カタリナ女子大学助手山野尚美

龍谷大学大学院社会学研究科生鵜沼 憲晴

龍谷大学大学院社会学研究科生中根 真

龍谷大学法学部教授脇田 滋

龍谷大学経営学部教授 中山淳子

龍谷大学社会学部教授新田 光子

龍谷大学社会学部教授藤井浩司

龍谷大学社会学研究科生 末光正和

龍谷大学社会学研究科生真鍋顕久

龍谷大学社会学研究科生 前田美也子

龍谷大学社会学部教授居安 正

龍谷大学短期大学部講師磯部 裕

龍谷大学社会学部教授口羽益生

龍谷大学社会学部助手窪田和美

龍谷大学文学部教授小玉大国

龍谷大学社会学部講師西光義秀

龍谷大学社会学部助教授寺川 幽芳

龍谷大学文学部教授陳 謙臣

龍谷大学経済学部教授中村尚司

龍谷大学社会学部助教授松下敬一郎

龍谷大学社会学部教授 山中美由紀

吉備国際大学教授 プラサート・ヤムクリンフン

フィリピン大学教授 レスリー E.パウゾン

広島市立大学教授 オマール・ファルーク

京都大学教授加藤 剛

龍谷大学名誉教授川崎恵薄
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1995~19951 滋賀県と他府県の住民組織の比較研究

龍谷大学社会学部教授

高津 等

1995~19951 京滋地域の商業構造の分析

龍谷大学経営学部助教授

寺島和夫

1995~19951 現代日本家族の変貌に関する総合的研究

龍谷大学社会学部教授

中 久郎

1995~19951 高齢化する地域社会の実態調査研究

龍谷大学社会学部助教授

松下敬一郎

1995~19951 自治の現場と「地方分権」一大津市と逗子市を

ケースとしてー
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龍谷大学法学部教授

水口憲人

淑徳大学教授森岡清美

滋賀県立短期大学教授武邑尚彦

高知女子大学講師玉里恵美子

上智大学教授寺田勇文

宮崎公立大学助教授 中別府温和

京都大学助教授林 行夫

京都女子大学助教授舟橋和夫

鹿児島県立大学講師星野元貞

地域総合研究所嘱託研究員磯部紀子

地域総合研究所嘱託研究員 田中道博

組谷大学大学院社会学研究科生 中西尋子

地域総合研究所嘱託研究員福井みさ

龍谷大学短期大学部講師磯部 裕

龍谷大学社会学部教授笠原成郎

龍谷大学社会学部助手笠原正嗣

龍谷大学社会学部助手窪田和美

龍谷大学社会学部教授志;7l<宏行

鐙谷大学社会学部教授高島 昌二

帝塚山女子短期大学講師岡本晴行

龍谷大学社会学研究科生柴田和子

地域総合研究所嘱託研究員 水間みどり

龍谷大学社会学研究科生吉田秀和

龍谷大学経営学部助教授野間圭介

龍谷大学短期大学部講師磯部 裕

龍谷大学社会学部教授居安 正

龍谷大学社会学部助教授長上深雪

龍谷大学社会学部教授亀山佳明

龍谷大学社会学部教授口羽益生

龍谷大学社会学部助教授古賀和則

龍谷大学社会学部教授児玉 昇

龍谷大学社会学部教授高島 昌二

龍谷大学社会学部教授高津 等

飽谷大学経済学部教授坪内玲子

龍谷大学社会学部教授中垣昌美

龍谷大学社会学部講師新田光子

龍谷大学社会学部教授松渓憲雄

龍谷大学社会学部助教授松下敬一郎

龍谷大学社会学部教授 山中美由紀

龍谷大学社会学部助教授長上深雪

龍谷大学経済学部教授河村能夫

龍谷大学社会学部講師須羽新二

龍谷大学社会学部教授向井利栄

龍谷大学社会学部助教授村井龍治

龍谷大学社会学部講師持田良和

飽谷大学法学部助教授 白石克孝

島根大学教授富野晦一郎



1.助成研究プロジェクト一覧

1996-1996 滋賀県における地域福祉に関する総合的研究ー 龍谷大学社会学部助教授佐々木政人

高齢者・障害者・児童を中心に一 龍谷大学社会学部助教授長上深雪

龍谷大学社会学部助教授 龍谷大学社会学部助手西川淑子

村井龍治 龍谷大学非常勤講師合回 誠

華頂福祉専門学校講師高松智函

1996-1996 地域の産業構造と政治文化の動態研究一中央ー 龍谷大学社会学部教授笠原成郎

地方関係をめぐる視点からー 龍谷大学社会学部助手笠原正嗣

龍谷大学社会学部教授

高島昌二

1996-1996 滋賀県市町村人口の将来推計 龍谷大学経済学部教授河村能夫

龍谷大学社会学部助教授 龍谷大学経済学部教授西堀文隆

松下敬一郎

1996-1996 京滋地域の大学転出と誘致に関する研究 龍谷大学国際文化学部助教授古川秀夫

龍谷大学文学部教授

村田鈴子
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2)国際社会文化研究所期 (1997年度~現在)

開始年度~ プロジェクト名
研 究 員

終了年度 研究代表者

1997-1997 古代アジアの仏教文化交流についての総合的研 龍谷大学国際文化学部助教授嵩 i簡也

究 龍谷大学国際文化学部講師徐 光輝

龍谷大学国際文化学部教授 龍谷大学国際文化学部講師稲葉 穣

上山大峻 遼寧省朝陽市北塔管理所長董 高

河北省文物管理局長張 文瑞

山東省文物工程公司経理常 興照

1997-1997 家族生活と高齢者問題に関する比較研究 龍谷大学経済学部教授坪内玲子

億谷大学社会学部教授 龍谷大学社会学部助教授古賀和則

口羽益生 龍谷大学社会学部助教授松下敬一郎

龍谷大学社会学部助教授 山中美由紀

龍谷大学社会学部助手窪田和美

吉備国際大学教授 プラサート・ヤムクリンフン

京都女子大学助教授舟橋和夫

高知女子大学講師玉里恵美子

龍谷大学大学院社会学研究科寺田憲弘

能谷大学大学院社会学研究科 中西尋子

1997-1997 社会福祉サーピスとニーズの適合性に関する研 簡谷大学社会学部助教授佐々木政人

究ー滋賀県下市町村の比較研究を通じてー 龍谷大学社会学部助教授長上深雪

社会学部助教授村井龍治 龍谷大学社会学部助手西川淑子

龍谷大学非常勤講師合田 誠

華頂福祉専門学校講師高松智薗

1997-1997 東欧における3つの移行期経済の比較研究 龍谷大学経済学部教授 シンプソン・ジェームズ

龍谷大学園際文化学部教授 億谷大学国際文化学部講師斉藤文彦

キグリチュ・イシュトパーン

1997-1997 日本と韓国における稲作文化の比較研究 龍谷大学国際文化学部助教授朴 :悠国

龍谷大学園際文化学部教授 円光大学教授金 鎮国

須藤 護 韓国放送大学助教授孫 鐘欽

1997-1997 南九州における隠れ念仏の研究 宮崎公立大学助教授 中別府温和

龍谷大学社会学部助教授

古賀和則

1997-1997 スリランカにおける世帯の親族構造 スリランカ統計局次長 S. SangarapillaI 

龍谷大学社会学部助教授

松下敬一郎

1997-1997 社会化論の再検討 能谷大学社会学部教授亀山佳明

龍谷大学社会学部講師 龍谷大学社会学部教授松渓憲雄

持団良和 龍谷大学社会学部助教授佐身木政人

山口県立大学助教授山田富秋

香川大学教授加野芳正

電気通信大学助教授森 重雄

上越教育大学助教授松本健義

1997-1997 大都市周辺地域の高等教育問題に関する研究ー 龍谷大学国際文化学部助教授古川 秀夫

滋賀県と栃木県の場合一

龍谷大学園際文化学部教授

村田鈴子
-ーー」ー『 一一 一一一
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1.助成研究プロジ、エクト一覧

1997-1997 先進福祉国家の成立と展開ースウェーデンと英

国の比較研究ー

龍谷大学社会学部教授

高島昌二

1997-1997 大潟村入植者の宗教生活に関する研究

龍谷大学社会学部教授

志水宏行

1997-1997 香港の中国返還をめぐる現地マスコミの論調の

変化，および現地マスメディア再編についての

考察

龍谷大学国際文化学部教授

卓 南生

1997-1997 How are Computers Affecting Language 

Teachers' Theory and Practice? 

龍谷大学国際文化学部助教授

ブラドリー・ウィリアム

1997-1997 反ユダヤ主義の研究ーダマスカス事件における

儀式殺人とユダヤ人一

龍谷大学社会学部教授

児玉昇

1998-1998 知識の編纂とメディァ:WWW環境における 産業能率大学講師長岡 健

共同作業(コラボレーション)過程の記述・分

析に関する研究

龍谷大学国際文化学部講師

加藤文俊

1998-1998 介護関連サービス従事者の介護意識に関する心 同志社大学副学長・文学部長 岡本民夫

理発達的研究

龍谷大学社会学部教授

福崎 哲

1998-1998 中国東北部と日本北陸・東北地方の古代文化交 龍谷大学国際文化学部講師 徐 光輝

流に関する研究 吉林省文物考古学研究所助教授何 明

龍谷大学国際文化学部助教授

嵩 満也

1998-1998 伝統を越えて:現代歌舞伎役者の訓練と復活 ポートランド州立大学教授 Lawrence R. Kominz 

龍谷大学国際文化学部助教授 龍谷大学国際文化学部助教授朴 舷国

サルズ・ジョナ

1998-1998 アジアにおけるエネルギ一安全保障と天然ガス 龍谷大学国際文化学部教授大津 晃

貿易の役割 立命館大学国際関係学部教授唐沢 敬

龍谷大学国際文化学部教授 米国エネルギー省政策局シニア・エコノミスト

松井賢一 インヤ・バイク

名古屋経済大学経済学部名誉教授武井満男

1998-1998 日・中・韓三ケ言語の漢字の意味対照研究 龍谷大学国際文化学部助教授朴 絃国

龍谷大学国際文化学部教授 韓国群長工業専門大学助教授徐 益燥

鹿 春闘

1998-1998 日本，オーストラリアの両大学生の授業に対す 大阪工業大学助教授 STEPHEN M. RY AN 

る姿勢の比較
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龍谷大学国際文化学部助教授

ファーマノフスキー・マイケル

1998-1998 南九州における隠れ念仏の研究 宮崎公立大学助教授 中別府温和

龍谷大学社会学部教授

古賀和則

1998-1998 中国の農村における貧困問題に関する研究

飽谷大学国際文化学部助教授

木南初荷

1998-1998 ケニヤとウガンダにおける地方分権化政策の比

較研究

龍谷大学国際文化学部講師

斎藤文彦

1998-1998 人権条約の実施のための提案制度の有効性の研

究:日本をテストケースとして

龍谷大学園際文化学部教授

浜野シルピア・ブラウン

1998-1998 近世日本建築の意匠における西欧手法の研究

龍谷大学国際文化学部講師

宮元健次

1998-1998 岐阜県白川村に見る世界文化遺産指定の光と影

→云統の保存と近代化のパラダイムよりー

龍谷大学社会学部教授

小笠原虞

1998-1998 韓国における既婚女性の就労実態と家庭役割の

現状

龍谷大学社会学部助教授

山中美由紀

1998-1998 Improvement and Updating of Long Term 

Agricultural Projections in China 

龍谷大学国際文化学部教授

シンプソン・ジェームス

1998-1998 スリランカ農村の人口変動と家族構成の変化

龍谷大学社会学部助教授

松下敬一郎

1999-1999 過去2世紀聞の気候変化がパンクスマツ林の構 平岡森林研究所研究員宮浦真澄
造に及ぼした影響の予備的評価

龍谷大学国際文化学部助教授

大津 晃

1999-1999 老毅扶養と子どもの他出の問題一日本・韓国・ 龍谷大学社会学部教授舟橋和夫

タイ・スリランカの比較研究ー 龍谷大学社会学部教授松下敬一部

龍谷大学社会学部教授 龍谷大学社会学部助手窪田和美

口羽益生 吉備国際大学教授 プラサート・ヤムクリンフン

高知女子大学社会福祉学部助教授玉里恵美子

龍谷大学社会学研究科博士後期諜程生寺田 憲弘

龍谷大学社会学研究科研究生 中西尋子
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1.助成研究プロジ、エクト一覧

1999-1999 日本と中国における稲作文化の比較研究 龍谷大学国際文化学部助教授朴 ;肱国

龍谷大学国際文化学部教授 龍谷大学国際文化学部講師 徐 光輝

須藤 護

1999-1999 フランス・アルザス地方の住民に関する意識構 龍谷大学経営学部教授杉村昌昭
造研究 パリ大学教授 ベルツング・ジャン=クロード

龍谷大学文学部教授

市村卓彦

1999-1999 「型J:演劇における教授方法・伝承手段とし 龍谷大学国際文化学部教授 サルズ・ジョナ
ての型から社会システムの編成原理としての型

龍谷大学国際文化学部教授

幸泉哲紀

1999-1999 東アジア新秩序再編過程における Overseas 龍谷大学社会学部教授舟橋和夫

Korean (朝鮮人)問題 龍谷大学社会学部助教授新田光子

龍谷大学社会学部助教授 ジョージア大学教授ハンス・パーク

李 相哲 中国社会科学院日本研究所研究員 金 県徳

韓国南北平和統一研究所所長董 勲

1999-1999 ドイツにおける社会文化および社会文化センタ 東尽外国語大学留学生日本語教育センタ一助教授

ーに関する総合研究一市民による地域センター 谷 和明

および自主管理ネットワークの社会教育学・文

化学と経営組織論からの研究ー

龍谷大学経営学部教授

重本直利

1999-1999 旅)11買博物館蔵の大谷探検隊蒐集資料のデータベ 龍谷大学非常勤講師三谷真澄

ース化と目録作成

龍谷大学国際文化学部教授

上山大峻

1999-1999 ボランテイア団体参加者の動機づけ 龍谷大学国際文化学部教授福田 菊

龍谷大学国際文化学部助教授 龍谷大学社会学部教授 田中 i設
古川秀夫 京都学園大学講師大山治彦

備教大学講師大東貫生

阪神・淡路大震災記念協会研究員 柴田 和子

1999-1999 中国の経済改革とジ、エンダーに関する研究

龍谷大学国際文化学部助教授

木南荷利

1999-1999 ユーロ導入

龍谷大学国際文化学部教授

キグリチュ・イシュトヴァーン

1999-1999 新しいフィールドノートの作成:地域研究のた

めの画像データベースのデザインに関する研究

龍谷大学園際文化学部講師

加藤文俊

1999-1999 20世紀初頭の仏教日曜学校の展開についての調

査研究

龍谷大学社会学部講師

持田良和

1999-1999 河川環境保全に向けた流域社会論アプローチ

龍谷大学社会学部教授

田中 ii主
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1999-1999 アメリカ女子高等教育に関する研究ー最近の変

化を中心にしてー

龍谷大学国際文化学部教授

村田鈴子

1999-1999 The Impact of Major Powers' Responses to 

Oversight of their C冶mpliancewith the 

lnternational Conv巴ntionon Civil and Political 

Rights 

龍谷大学国際文化学部教授

浜野シルピア・ブラウン

1999-1999 異文化接触とアイデンテイティ探究一谷崎潤一

郎の場合

龍谷大学国際文化学部教授

鶴田欣也

1999-1999 「震災と神戸」震災後の交流の場を作っていく

ための研究

飽谷大学社会学部教授

佐々木政人

1999-1伺9 日本建築における古代中国の北斗七星信仰の影

響に関する研究

龍谷大学国際文化学部講師

宮元健次

2000-2000 日本.アジア，西欧の演劇におけるコード化過 龍谷大学国際文化学部教授幸泉哲紀

程の比較研究一「型」又は型に類似したシステ 龍谷大学国際文化学部助教授朴 絃国

ムを通してのスタイルの創造，伝承，変容ー 龍谷大学国際文化学部教授須藤 護

龍谷大学園際文化学部助教授 龍谷大学国際文化学部教授杉村 棟

サルズ・ジョナ

2000-2000 地域共同体による子どもの社会化機能に関する 鈴鹿国際大学教授青木恵理子

研究

龍谷大学社会学部講師

持田良和

2∞0-2∞o 老親扶養と親族関係に関する国際比較一日本・ 龍谷大学非常勤講師口羽益生
韓国・タイ・スリランカの比較研究ー 関西大学経済学部教授松下敬一郎

龍谷大学社会学部教授 龍谷大学社会学部教授古賀和則

舟橋和夫 龍谷大学社会学部助手窪田和美

飽谷大学非常勤講師中西尋子

2000-2000 漢字反対語棄対照研究 龍谷大学国際文化学部助教授朴 妓国

能谷大学園際文化学部教授 韓国群長工業専門大学徐 益燥

腐 春蘭

2000-2001 Online filmography: multimedia software for 立命館大学助教授 ショーパック・マイケル

culture and language education. 

龍谷大学国際文化学部講師

タヒューン・ノエル

2000-2001 韓国における社会文化および「文化の家」に関 大阪学院大学国際学部助教授吉田正岳

する総合研究一地域コミュニティーと市民社会

形成に関する比較思想および経営組織論からの

研究ー
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l.助成研究プロジェクト一覧

寵谷大学経営学部教授

重本直利

2000-2001 古代日本と中国北方地方・朝鮮半島の仏教文化 龍谷大学国際文化学部教授上山大峻

交流の研究 龍谷大学国際文化学部講師徐 光線

鐘谷大学国際文化学部助教授 朝陽市北塔文物保管所所長輩 高

嵩 i前也 吉林省文物考古学研究所副研究員 何 明

龍谷大学非常勤講師三谷真澄

2000-2001 中国の畜産農家が子牛と子羊を中国の中央地域 龍谷大学国際文化学部助教授木南箱利

に販売するにあたっての経済的・文化的な問題 龍谷大学経済学研究科博士後期課程生 李 隻界

飽谷大学国際文化学部教授 China Agriculture University， Associate Professor 

シンプソン・ジェームス LiOu 

2000-2000 「聞かれた対人系」として見る生涯発達

龍谷大学社会学部助教授

金子龍太郎

2000-2000 集団におけるコミュニケーション・プロセスの

記述・分析・評価方法に関する研究一体験学習

の〈場)を事例として

箆谷大学国際文化学部講師

加藤文俊

2000-2000 韓国と日本における家族構造と高齢化問題

龍谷大学社会学部教授

山中美由紀

2000-2000 民族と秩序

龍谷大学社会学部助教授

李 相哲

2000-2000 沖縄と韓国の綱引比較研究

龍谷大学園際文化学部助教授

キト 絃国

2000-2000 アメリカ女子高等教育成立過程の研究

龍谷大学国際文化学部教授

村田鈴子

2000-2000 ユーロ導入から2年目

龍谷大学園際文化学部教授

キグリチュ・イシュトヴァーン

2000-2000 沖縄建築における近世中国の陰陽五行説の影響

に関する研究

龍谷大学園際文化学部講師

宮元健次

2000-2000 M.ミードとR.ベネデイクトの関係について

龍谷大学国際文化学部助教授

ポーリン・ケント

2001-2002 文化受容と社会変容の型 龍谷大学国際文化学部教授権 五定

龍谷大学国際文化学部教授 能谷大学国際文化学部助教授嵩 満也

幸泉哲紀 京都大学人文科学研究所助教授稲葉 穣

2001-2001 アジアの女性と家族に関する国際比較一日本・ 龍谷大学社会学部教授舟橋和夫

韓国・中国・タイ・インドネシアの比較研究ー 能谷大学社会学部助教授新田光子
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龍谷大学社会学部教授 龍谷大学社会学部助教授青木恵理子

山中美由紀 龍谷大学国際文化学部助教授 ポーリン・ケント

龍谷大学国際文化学部助教授木南荷利

龍谷大学非常勤講師中西尋子

韓国嶺南大学教授洪 上旭

韓国聖公会大学助教授張 和郷

2001-2001 農業構造の日本・中国・アメリカ国際比較研究 龍谷大学国際文化学部教授 シンプソン・ジ、エームス

龍谷大学国際文化学部教授 Cornell Univ. Professor Dpertrnent of Agricultural， 

木南新和 Resource and Managerial Economics 

Nelson Bills 

2001-2001 日・韓村祭りの比較研究 龍谷大学国際文化学部助教授サルズ・ジョナ

龍谷大学国際文化学部助教授 龍谷大学国際文化学部教授須藤 5蔓
キト :陵国 円光大学師板学部国語教育科教授 金 鎖国

円光大学人文学部教授金 在用

全州友石大学芸術学部舞踏科教授金 敬珠

2001-2002 第2次大戦期における日本人のアジア観 龍谷大学国際文化学部教授上山大峻

龍谷大学国際文化学部教授 龍谷大学経済学部教授中村尚司

長崎暢子 龍谷大学国際文化学部助教授嵩 満也

2001-2002 地方分権時代における市民活動と大学の連携 龍谷大学園際関係学部教授福岡 菊

龍谷大学国際文化学部助教授 龍谷大学社会学部教授 田中 itt 

古川秀夫 四国学院短期大学助教授大山治彦

傍教大学講師大束貢生

阪神・淡路大震災記念協会研究員 柴田和子

2001-2001 Contemporary actor training in traditional 

theatre: Balinese Gambuh， home versus 

academy lessons 

龍谷大学国際文化学部助教授

サルズ・ジョナ

2001-2001 建築における東西交流の研究

龍谷大学国際文化学部講師

宮元健次

2001-2001 東インドネシア・フローレス島における政治的

権威と子育ての関係とその変容

龍谷大学社会学部助教授

青木恵理子

2001-2001 現代中国のマス・メディアと社会変動ープレス

に関する一つの理論

飽谷大学社会学部助教授

李 相哲

2001-2001 集合的暴力の比較文化研究一日米の都市暴動を

事例としてー

龍谷大学社会学部助教授

吉田竜司

2002-2004 日本の中国占領とジャーナリズム 龍谷大学社会学部助教授李 相哲

龍谷大学国際文化学部教授 中国人民大学新聞学院教授程 受麗

卓 南生 北京大学新聞侍播学院助教授陳 昌鳳
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L 助成研究プロジェクト一覧

2002-2002 アジアの家族変動に関する国際比較一日本・韓 龍谷大学社会学部教授舟橋和夫

国・中国・タイ・インドネシアの比較研究ー 龍谷大学社会学部教授新田光子

龍谷大学社会学部教授 龍谷大学社会学部教授青木恵理子

山中美由紀 龍谷大学国際文化学部助教授 ポーリン・ケント

新潟大学農学部助教授木南初荷

慶照大学大学院教授金 略奪沫

嶺南大学教授洪 上旭

聖公会大学助教授張 手口郷

龍谷大学非常勤講師中西尋子

2002-2002 中園長江流域における稲作文化の発生と伝播に 龍谷大学国際文化学部教授 須藤 護

関する研究 雲南大学人類学系主任教授努 紹亭

龍谷大学国際文化学部助教授 南京博物院考古学研究所副研究員 林 留根

徐 光輝

2002-2002 南方熊楠英文論文の資料調査と翻訳 京都工芸繊維大学工芸学部教授小泉博一

龍谷大学国際文化学部助教授

松居竜五

2002-2003 社会福祉援助技術への訓練方法の研究ーコンピ 龍谷大学社会学部教授野湾正子

ユータ支援による実践教育の展開一 京都府立大学助教授中村佐織

龍谷大学社会学部教授 龍谷大学短期大学部助教授阪口春彦

太田義弘 (2002年度)

龍谷大学社会学部教授

野i幸正子 (2003年度)

2002-2003 現代的ネットワークにもとづく地域一龍谷大学 龍谷大学社会学部助教授吉田竜司

社会学部の再構築の可能性 奈良女子大学文学部講師 水垣源太郎

龍谷大学社会学部教授

田中 滋

2002-2003 ピオトープ設置が生徒・学生の心理・行動商に 龍谷大学理工学部教授竺 文彦

及ぼす影響に関する研究 老蘇小学校教頭関川雅之

龍谷大学社会学部教授 老蘇幼稚園園長峰谷弘子

金子龍太郎

2002-2002 戦後日本の健康主義

龍谷大学社会学部教授

黒田浩一郎

2002-2002 愛と親密性に関する人類学的研究

龍谷大学社会学部教授

青木恵理子

2002-2002 宗教組織における女性の役割

龍谷大学社会学部教授

新田光子

2002-2002 集団行為の制度化に関する日米比較研究

龍谷大学社会学部助教授

吉田竜司

2002-2002 住民参加手法による開発と環境の両立:ウガン

ダの事例研究

龍谷大学国際文化学部助教授

斎藤文彦
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2003-2005 ~堀商庖街界隈長屋再生プロジェクトをめぐる 龍谷大学国際文化学部助教授古川 秀夫

諸問題 龍谷大学非常勤講師柴田和子

龍谷大学国際文化学部助教授

寿崎かすみ

2003-2003 南方熊楠英文論文の連関的研究 京都工芸繊維大学工芸学部教授小泉博一

龍谷大学国際文化学部助教授

松居竜五

2003-2004 経費老人ホームの現状と課題 龍谷大学社会学部講師高松智画

髄谷大学社会学部助教授 京都学園大学非常勤講師船本淑恵

西川淑子

2003-2004 食のグローバル化と社会病理 龍谷大学社会学部教授亀山佳明

龍谷大学社会学部講師 龍谷大学経営学部教授杉村昌昭

村i幸真保呂 龍谷大学社会学部助手 野村佳絵子

龍谷大学社会学研究科修士課程 高阪 づρaー-

2003-2004 中国西部放牧地域における貧困軽減のための参 龍谷大学経済学部教授河村能夫

加型地域開発に関する研究 龍谷大学園際文化学部教授 シンプソン・ジェームズ

龍谷大学社会学部講師 中国農業大学助教授李 鴎

李 主Z扉

2003-2003 通貨・記録・科学及びその余白に関する人類学

的研究

龍谷大学社会学部教授

青木恵理子

2003-2003 原爆と寺院の社会学的考察

龍谷大学社会学部教授

新田光子

2003-2003 オーストラリアにおけるボランティアコーデイ

ネーター養成システムの研究

龍谷大学社会学部教授

筒井のり子

2003-2003 高次脳機能障害者における日常記憶

龍谷大学社会学部助教授

松島恵介

2003-2003 日本の NGOのロビーイングを相互に調整する

ことが規約人権委員会の審査に及ぼしうる影響

龍谷大学国際文化学部教授

浜野シルピア・ブラウン

2003-2003 リスク社会に対する日本の若者の認識

龍谷大学国際文化学部助教授

フ。ラドリー・ウィリアム

2004-2004 日中韓の漢字語単語を利用した語糞力増進の研 龍谷大学国際文化学部助教授朴 妓国

究 韓国群長大学助教授徐 益燦

龍谷大学国際文化学部助教授 中国遼寧師範大学助教授蘇 瑞卿

害U 虹

2004-2005 サハラ以南アフリカの精神保健福祉分野へのオ 関西福祉大学講師金田知子

プティマル・トリートメント・プロジェクト

(OTP)導入に関するフイージピリティ研究
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1.助成研究プロジェクト一覧

龍谷大学法学部助教授

落合雄彦

20倒-2005 戦争の社会的影響に関する研究一新しい視点か 龍谷大学社会学部教授 山中美由紀
らの原爆被害研究をめざしてー 広島国際学院大学教授高橋三郎

龍谷大学社会学部教授

新田光子

2004-2005 カナダ亜寒帯林の炭素収支 龍谷大学理工学部教授宮浦富保

龍谷大学国際文化学部教授 平岡森林研究所研究員 倉地奈保子

大津 晃

2004-2005 日本における介護分野でのフィリピン人労働者 アメリカ ジュネスセンター研究員 Pobre Mervin 

の受け入れに関する研究

龍谷大学国際文化学部助教授

カルロス・マリア・レイナルース

20伯-2005 東北アジア古代文化交流の綜合的研究一中国遼 龍谷大学園際文化学部教授嵩 満也

東・山東地域の古代文化を中心にしてー 中国撫瀬市博物館館長薪 景全

龍谷大学園際文化学部助教授 中国 国家文物局信息中心研究員常 興照

徐 光輝

2∞4-2005 アメリカのマスメディア・大衆文化に見る日本 国際文化学部助教授松居竜五
のイメージ

龍谷大学国際文化学部助教授

フ'ラドリー・ウィリアム

2004-2004 健康食品の社会学

龍谷大学社会学部教授

黒田浩一郎

2004-20但 日本統治下のハングル新聞の研究

龍谷大学社会学部助教授

李 相哲

2004-2004 高次脳機能障害者における日常記憶と活動

飽谷大学社会学部助教授

松島恵介

2004-2004 中国「近代型J新聞の研究一『香港船頭貨価
紙』および『香港華字日報』の内容分析を中心

にしてー

龍谷大学国際文化学部教授

卓 南生

2004-2004 日本とオランダの陶磁器の意匠における相互影

響に関する研究

龍谷大学国際文化学部助教授

宮元健次

2005-2006 NPO法人による被虐待児に対応する新たな社 北陸学院短期大学助教授中島賢介

会的養護の創出一国際児童支援組織 SOS子ど

もの村を導入するための理論的検討一

龍谷大学社会学部教授

金子龍太郎

2005-2∞6 韓国と日本伝統芸能の比較美学 龍谷大学国際文化学部教授幸泉哲紀

龍谷大学国際文化学部教授 龍谷大学国際文化学部助教授朴 悠国

白



サルズ・ジョナ 龍谷大学文学部教授 ラザリン・マイケル

Ohio State University助教授 Chan E. Park 

University of Hawaii教授 Judyvan Zile 

Ewha Womans University講師 Mi-hee Yoo 

2005-2006 日中ジャーナリズム交流史の系譜についての研 中国度門大学講師毛 章清

究

龍谷大学国際文化学部教授

卓 南生

2005-2006 学問分野としての「国際文化学jの確立 龍谷大学国際文化学部助教授

龍谷大学国際文化学部教授 カルロス・マリア・レイナルース

松井賢一 龍谷大学国際文化学部助教授松居竜五

早稲田大学教授平野健一郎

龍谷大学国際文化学部教授 フラドリーウィリアム

龍谷大学国際文化学部教授長崎暢子

プール学院大学助教授植野雄司

成際大学助教授川村陶子

2005-2006 フィールドワークによる南方熊楠の足跡調査と 京都工芸繊維大学助手 岩崎

映像作品の作成

龍谷大学国際文化学部助教授

松居竜五

2005-2005 国際語としての英語とはポライトネスの観 関西外国語大学教授掘 素子

点からの示唆

龍谷大学法学部助教授

村田和代

2005-2005 先端医療に関する医療杜会学的視点・分析枠組

みの構築一「生活習慣病jの成立とその予防活

動の普及を事例として

龍谷大学社会学部教授

黒田浩一郎

2005-2005 郊外化と犯罪一滋賀県における地域社会の変容

と実態

龍谷大学社会学部助教授

津島昌弘

2005-2005 マス・イベントにおける公的秩序維持に関する

社会学的研究

飽谷大学社会学部助教授

吉田竜司

2005-2005 イランにおける民主市Ijの起源と展開

龍谷大学園際文化学部助教授

佐野東生

2005-2005 賦課的ボランテイア活動への青年意識に関する

比較研究

龍谷大学国際文化学部助教授

古川秀夫

2005.8.1 - 消防隊員のPTSD予防システム構築の研究(消 龍谷大学社会学部教授村井龍治

2006.3.l7 防庁受託研究) 龍谷大学社会学部教授安西将也

龍谷大学社会学部助教授 龍谷大学社会学部助教授井上辰樹

栗田修司
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2006-2007 1 r新たな観光」の可能性と地域社会
龍谷大学社会学部教授

田中 滋

2006-2∞71日・韓比較民俗研究
龍谷大学園際文化学部助教授

朴舷国

2006-20061アイデンテイティ・ポリティクスを乗り越え

る:東インドネシアとヨーロッパの文化混交と

グローパリゼーションの視点から

龍谷大学社会学部教授

青木恵理子

2006-2006 1 rニュース発信ツールとしてのプログ」研究ー
個人メディアが変えるジャーナリズム

龍谷大学社会学部助教授

小黒 純

2006-20061民主国家における群集の社会的コントロールに

関する研究

龍谷大学社会学部助教授

吉田竜司

2006-20061子どもから大学生までを巻き込んだ「まちづく

り」手法に関する研究

龍谷大学国際文化学部助教授

寿崎かすみ

2006-20061戦前の本願寺ハワイ教団における非日系人開教

使の研究一日系移民社会に見られる異質なもの

の受容と排斥

龍谷大学国際文化学部教授

嵩 満也

2006-20061グローパライゼーション研究プログラムの概観

龍谷大学国際文化学部教授

ブラドリー・ウィリアム

2006-20061英語学習者の語用力を測るテストの開発ー外国

語学習における留学効果を問う

龍谷大学国際文化学部助教授

松村省一

2007-20ω|世界の中の日本. 日本の中の世界一大学評価シ

ステムの国際比較と「評価文化」に関する総合

研究ー

龍谷大学経営学部教授

細川 孝

1.助成研究プロジェクト一覧

龍谷大学非常勤講師寺田憲弘

龍谷大学園際文化学部教授須藤 護

龍谷大学園際文化学部教授 サルズ・ジョナ

園光大学校教授金 鎖国

中央大学校教授朴 鐙烈

梨花女子大学校研究教授高 恵卿

全北大学校教授金 茂烈

順天大学校教授表 敬i原

龍谷大学経営学部教授重本直利

龍谷大学経営学部教授三島倫八

龍谷大学経営学部准教授小長谷大介

飽谷大学社会学部特任実習助手中道

名古屋大学教授植田健男

工学院大学教授蔵原清人

大阪大学教授望月 太郎

虞
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日本大学助手小山由美

文科省科学技術政策研究所研究官 中村征樹

龍谷大学経済学部教授角岡賢一

成際大学非常勤講師桔川純子

2007-20091 世界の中の日本，日本の中の世界一日・中・韓|龍谷大学法学部教授西倉一喜

龍谷大学社会学部准教授小黒 純

龍谷大学国際文化学部教授卓 南生

共同通信中国総局長渡辺陽介

釜山大学教授察 白

韓国東亜日報論説委員李 東官

中国青年報記者兼日本僑報社編集長段 躍中

韓国放送映像産業振興院研究員金 泳徳

龍谷大学国際文化学部准教授佐野東生

龍谷大学国際文化学部教授嵩 満也

龍谷大学周際文化学部准教授三谷真澄

明治大学教授永田雄三

東京大学教授鈴木 董

東京大学教授松村 伸

龍谷大学園際文化学部教授 カルドネル・シルヴァン

龍谷大学国際文化学部教授 サルズ・ジョナ

龍谷大学国際文化学部教授嵩 満也

龍谷大学国際文化学部教授 プラドリー・ウィリアム

龍谷大学国際文化学部教授

ヤマンラール水野美奈子

龍谷大学国際文化学部教授吉村文成

龍谷大学国際文化学部准教授松居竜五

2007-20071ミクロの暴力と国際危機における暴力との連関|龍谷大学国際文化学部講師 チャプル・ジユリアン

についての理論的考察 |神戸大学教授土佐 弘之

龍谷大学国際文化学部教授 |早稲田大学博士課程井上 浩子

清水耕介

関係とジャーナリズムの役割についてー

龍谷大学社会学部教授

竹山相哲

2007-20091世界の中の日本，日本の中の世界一イスタンブ

ル旧日本総領事館と日本の文明開化思潮一

龍谷大学国際文化学部教授

ヤマンラール水野美奈子

2007-20071国民文化イメージの国際文化学

龍谷大学国際文化学部教授

佐々木英昭

2007-20081古代近江の糠櫨工と渡来人

龍谷大学国際文化学部教授

須藤 護 国
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龍谷大学国際文化学部准教授

松居竜五

2007-20071少年事件の匿名報道に関する研究ー米国，台湾，

日本における事例比較

龍谷大学社会学部准教授

小黒 純

2007-20071滋賀県における聴覚言語障害者の生活実態と生

活問題

龍谷大学社会学部教授

長上深雪
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1.助成研究プロジェクト一覧

2007-2007 専門職のピアレビューの社会学的研究一心理職

の調査からー

簡谷大学社会学部特任講師

中川輝彦

2007-2007 戦前の本願寺ハワイ教団における非日系人開教

使の研究ー今村恵猛のアメリカ仏教の主張との

関係を中心

龍谷大学国際文化学部教授

嵩 i商也

2007-2007 香港初期華字新聞に関する新事実の発見とその

考察

龍谷大学国際文化学部教授

卓 南生

2008-2009 日米におけるスポーツ組織の比較研究一学生の 龍谷大学社会学部教授亀山佳明

競技組織を中心にー 龍谷大学社会学部講師久保和之

龍谷大学社会学部教授 京都女子大学教授東元春夫

小椋 博 滋賀大学教授平井 肇

福山平成大学教授小谷寛二

2008-2009 大阪の被差別部落地域における生活実態調査 龍谷大学社会学部准教授工藤保則

龍谷大学社会学部講師 大阪樟蔭女子大学非常勤講師薪藤直子

岸 政彦 大阪市立大学前期修士課程瓜生 りつ

2008-2009 医療労働者の二段階的国際移動の研究:シンガ 立命館大学博士研究員 佐藤千鶴子

ポールと南アフリカの比較

龍谷大学国際文化学部准教授

カルロス・マリア・レイナルース

2008-2009 東西文化交流の総合的研究ー北朝の都城.墳墓 龍谷大学国際文化学部教授 嵩 満也

と仏教文化を中心にしてー 山西省大岡市文物考古研究所研究館員 劉 俊喜

龍谷大学国際文化学部教授 山西省大岡市文物考古研究所研究館員 張 慶捷

徐 光輝

2008-2008 日本におけるサービスラーニングの心理社会的 悌教大学准教授大東貢生

効果

龍谷大学国際文化学部准教授

古川秀夫

2008-2008 「広島戦災児育成所」の研究

龍谷大学社会学部教授

新田光子

2008-2008 19世紀フランス社会学の成立一国家主義と生物

学主義に着目して

龍谷大学社会学部講師

村i幸真保日

2008-2008 ウガンダにおける地方自治定着の可能性:アフ

リカ新家産主義国家へのアンチテーゼ?

龍谷大学国際文化学部教授

斎藤文彦
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2008~2008 語用カ測定テストの信頼性と妥当性についてー

「学習者の主観性」からの考察

龍谷大学国際文化学部教授

松村省一

2008~2008 EUにおける多言語・多文化主義一ハンガリー

共和国の言語(外国語教育)政策一

龍谷大学国際文化学部教授

脇田博文
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2.研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

1 )地域総合研究所期 (1989~1996年度)

年度 年月日 場所 セミナ一等の名称 タイトル 報告者所属報告者 備考

1989 1989.7.31 龍谷大学 地総研第l回研 最近の地域社会研究に 京都大学東南アジア研究

瀬田学舎 究セミナー『地 ついて センター坪内良博

域社会研究につ
琵琶湖周辺地域社会の 滋賀県琵琶湖研究所

いて考える』
変貌 主任研究員 嘉回由紀子

1989.11.13 龍谷大学 講演会 ス-j{ーピジョンのケ 竪カタリナ女子大学教授

瀬田学舎 ーススタディにおける 大島 備

最近の動向

1990目1.27 龍谷大学 地総研第2回研 近江盆地をどうみるか 京都大学教授

瀬田学舎 究セミナー 一地形の意味論一 高谷好一

近江商人の源流 日本ペンクラブ会員

江南良三

1990.3.24 龍谷大学 地総研第3回研 レイカデイア構想と地 滋賀県理事員

瀬田学会 究セミナー 域社会 鎌田昭二郎

行政からみた地域社会 滋賀県政策監

上原恵美

1990 1990.8.10 龍谷大学 第1団地総研セ 児童相談所と通所治療 滋賀県立彦根児童相談所

瀬田学舎 ミナー 長吉村憲龍

1990.11.5 龍谷大学 第2団地総研セ 近江商人と浄土真宗 元日本社会学会会長

瀬田学舎 ミナー 内藤莞爾

1991.3.8 龍谷大学 第3団地総研セ 地域活性化の動向と意 熊本大学文学部教授

瀬田学会 ミナー『地域社 義 丸山定巳

会の活性化』 都市と農村の交流 山口大学人文学部教授

小川金夫

1991.3.15 龍谷大学 第4園地総研セ 近江商人の起業家精神 塚喜商事社長

瀬田学会 ミナー『近江商 とその背景一塚本家と 塚本喜左衛門

人一今と昔一』 塚喜商事械の場合一

近江商人の軌跡をたど 朝日新聞大津支局員

って 平井敦夫

1991.3.16 龍谷大学 第5団地総研セ 離村者の同郷集団 同志社大学文学部教授

瀬田学舎 ミナー『地域社 松本通晴

会の変貌J 江州知内村記録の研究 中京大学社会学部助教授

古川 彰

1991.3.22 龍谷大学 第6団地総研セ 働教大学文学部講師

瀬田学舎 ミナー『五個荘 八木 透

町の村落と祭 f弗教大学文学部講師
礼』 政岡伸洋

備教大学文学部講師

村上忠喜
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1991.3.4 長浜サン 『畳校拒否児を 登校拒否の原因と治療 龍谷大学社会学部教授

)~レス 考える』講演会 黒川昭釜

と相談会

1991.3.5 滋賀県立 登校拒否児を考

文化産業 えるセミナー

交流会館

1991 1991.6.19 龍谷大学 第1回地総研セ アメリカにおける老人 アメリカ合衆国ハワイ州

瀬田学舎 ミナー 福祉と保険問題研究の 庁元老人福祉対策局長

動向 松限 i禁

1991.11.20 龍谷大学 第2団地総研セ アメリカの社会福祉の アメリカ合衆国ハワイ州

瀬田学舎 ミナー 動向 庁元老人福祉対策局長

松限 潔

1992.3.28 龍谷大学 第3団地総研セ 東北の農村社会と出稼 山形大学人文学部教授

瀬田学舎 ミナー ぎ 大川健嗣

1991.9.- 龍谷大学 青少年相談カウ 共催:滋賀県青

11. 瀬田学舎 ンセリング講座 少年対策本部

毎週木曜

日計12回

1992 1992.4.6 能谷大学 家族研究プロジ 家族研究の現象学的ア 龍谷大学社会学部助教授

瀬田学舎 ェクト学内研究 プローチ 亀山佳明

f!;; 

1992.5.6 龍谷大学 家族研究プロジ 志摩国府の隠居制の近 龍谷大学社会学部助教授

瀬田学舎 エクト学内研究 j兄 高津 等

f!;; 

1992.5.23 龍谷大学 第l園地総研セ 中国における家族調査 甲南女子大学文学部教授

瀬田学舎 ミナー 宮城 宏

韓国大郎における家族 愛知教育大学教育学部助

手山根真理

1992.6.3 龍谷大学 家族研究プロジ 家督の相続と親族 龍谷大学経済学部教授

瀬田学舎 エクト学内研究 坪内玲子

f!;; 

1992.6.13 億谷大学 第2団地総研セ 家族変動論あれこれ 大阪市立大学名誉教授

瀬田学舎 ミナー 上子武次

日本の家族変動 甲南女子大学文学部助教

授牟田和恵

1992.6.27 龍谷大学 第3回地総研セ 農業をめぐる最近の諸 大中の湖農業協同組合組

瀬田学舎 ミナー 情勢 合長石川 勝

1992.7.1 龍谷大学 家族研究プロジ 家族の多様性の方向性 龍谷大学社会学部教授

瀬田学舎 ェクト学内研究 ースウェーデン家族を 高島昌二

会 中心にー

1992.7.18 龍谷大学 第4回地総研セ 『モダニティとしての 電気通信大学電気通信学

瀬田学舎 ミナー 教育』再論 部助教授森 重雄

日本の科学エリートと 香川大学教育学部助教授

家庭環境 加野芳正
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2.研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

1992.9.- 龍谷大学 青少年相談カウ 共催滋賀県青

10. i瀬田学舎 ンセリング講座 少年対策本部

REC 

1992.10.24 龍谷大学 第5団地総研セ マスコミュニケーショ 香川大学教育学部助教授
瀬田学舎 ミナー ンと政治的社会化 武重雅文

ルソーと社会化 香川大学教育学部講師

桐回克利

1992.11.14 龍谷大学 第6団地総研セ 家族のゆくえ お茶の水女子大学家政学

瀬田学舎 ミナー 部教授袖井孝子

家族と性役割 青葉学園短期大学助教授

長津美代子

1992.12.2 龍谷大学 家族研究プロジ 結婚の経済理論 龍谷大学社会学部助教授

瀬田学舎 ェクト学内研究 松下敬一郎

iZ弐L 

1992.12.12 龍谷大学 第7団地総研セ 家族変動の視点 奈良女子大学文学部教授

瀬回学舎 ミナー 光吉利之

アイルランドにおける 桃山学院大学社会学部教

直系家族について 授清水由文

1993.1.23 龍谷大学 第8回地総研セ 宗門人別帳から見た東 立命館大学産業社会学部

1頼回学舎 ミナー 北地方農村の伝統的な 教授高木正朗

家族と人口

宗門人別帳から見た奈 姫路学院女子短期大学講

良県十津川農村の伝統 師山本 準

的な家族と人口

1993.1.28 龍谷大学 第9団地総研セ 日本における農家の労 Washington Stat巴

深草学舎 ミナー 働力移動に関する分析 University 

Ray]ussame 

1993.2.22 龍谷大学 第10回地総研セ The Problems of Washington State 

深草学舎 ミナー doing research on University 

lmmlgrant groups Tetsuden Kashima 

1993.2.28 龍谷大学 〈家族の比較社 わが国の家族構造の地 流通経済大学社会学部教

大宮学舎 会学》シンポジ 域性 授清水浩昭

ウム
姉家督相続について 関西大学社会学部教授

前回 卓

アジアの家族 杏林大学外国語学部教授

-Families in Asia: 熊谷文枝

Beli巴fsand Realities 

編纂を通して

タイにおける仏教と家 吉備国際大学教授

族生活 チュラロンコーン大学名誉

教授

Prasert Yamkulinfung 

大都市バンコクでの家 兵庫県家族問題研究所研

族関係調査を試みて 究員斧出節子
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家族病迎の現象学的解 大阪女子大学名誉教授

明 阪弁敏郎

1993.3.22 龍谷大学 家族研究プロジ Sessionl・American 米国・ミシガン大学社会

~24 瀬田学舎 ェクトセミナー Family 調査研究所教授

Seminar on Arland Thomton 

Comparative Session2 : Canadian カナダ・ブリティッシュ
Family Study Family コロンピア大学教授

]ames Thomton 

Session3 : lndnesian インドネシア・科学研究

Family 所研究員

Eniarti Djohan 

Session4 : ]apanese 杏林大学外国語学部教授

Family 熊谷文枝

S巴ssion5: Chinese 中国・社会科学院研究員

Family 張 洋

1993.3目25 龍谷大学 第11回地総研セ 人口定住化問題を抱え 山口大学教養学部助教授

瀬田学会 ミナー る地域社会 辻 正二

1992.9.~ 龍谷大学 青少年相談カウ 共催.滋賀県青

10 瀬田学舎 ンセリング講座 少年対策本部

毎週木暇 REC 

日計6回

1993 1993.4.l4 龍谷大学 家族研究プロジ 家族変貌の総合的研究 龍谷大学社会学部教授

瀬田学舎 ェクト学内研究 序 中 久郎

会

1993.4.28 龍谷大学 家族研究プロジ 韓国社会の家族変貌 龍谷大学社会学部助教授

瀬凹学舎 エクト学内研究 山中美由紀

f< 、

1993.5.26 龍谷大学 家族研究プロジ サッチャ一政権下の 龍谷大学社会学部教授

瀬田学舎 エクト学内研究 NHS 松渓憲雄

ぷZ込ヰ

1993.6.23 龍谷大学 家族研究プロジ 祭杷財産の承継 龍谷大学法学部教授

瀬田学舎 エクト学内研究 甲斐道太郎

4;ミ、

1993.7.7 龍谷大学 家族研究プロジ 政党派閥と二世議員の 龍谷大学社会学部教授

瀬田学舎 エクト学内研究 増大 居安 正

Az=、: 

1993.ll.24 龍谷大学 家族研究プロジ ユダヤ人の家族ーイス 龍谷大学社会学部教授

瀬凹学舎 エクト学内研究 ラエルにおける問題点 児玉 昇

AZ3、Z をめぐってー

1993.l1.27 龍谷大学 地総研セミナー 働く高齢女性とその家 総合研究大学院大学

瀬田学舎 『東南アジアの 族 エニアルテイ・ジョハン

地域と家族』
タイと日本の家族関係 兵庫県家族問題研究所研

に関する比較研究 究員斧出節子

タイにおける都市と農 チュラコンコン大学名誉

村の比較一家族生活を 教授
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2 研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

中心としてー 吉備国際大学

プラサート・ヤムクリン

フン

1993目12.20 龍谷大学 家族研究プロジ 家族の宗教とかくれ念 龍谷大学社会学部助教授

瀬国学舎 ェクト 研究会 仏 古賀和則

東北タイと日本におけ 龍谷大学社会学部教授

る家族の比較一文化分 口羽益生

析の観点からー

イスラム世界における 国立民族博物館名誉教授

家族生活 片倉もとこ

1994.2.19 龍谷大学 家族研究プロジ 母性と夫性 熊本大学団関泰子 報告者

瀬田学舎 ェクト 家族研
女性の未婚化現象とこ 麓海大学大橋照枝 報告者

究セミナー『ジ
れからの女性政策

エンダーをめぐ

る諸論点J 男らしさのゆくえ 大阪大学伊藤公雄 報告者

大阪女子大学 討論者

井上真理子

立命館大学清野正義 討論者

甲南女子大学 討論者

牟田和恵

1994.2.20 龍谷大学 家族研究プロジ 高齢者にとっての家族 愛知県立大学 報告者

瀬田学舎 ェクト 家族研 神原文子

究セミナー『社
家族の変貌 大阪市立大学 報告者

会の高齢化と家 金屋平三
族の変貌J

ボランテイア活動を考 流通経済大学 報告者

える 青井和夫

愛知県立大学 討論者

四方久雄

大阪女子大学 討論者

阪弁敏郎

甲南女子大学 討論者

牟田和恵

1994.3.25 龍谷大学 家族研究セミナ 中国社会と家族の現状 中国東北師範大学教授

瀬田学会 一『中国社会と 谷 学謙

家族の現状J

1994 1994.5.20 龍谷大学 家族研究プロジ 日本の家族と宗教ー外 コーネル大学教授

瀬田学舎 ェクト 家族研 部から見た50年の研究 Dr. Robert ]. Smith 

究公開セミナー を回顧して

1994.5.25 龍谷大学 家族研究プロジ 性別役割意識研究の現 龍谷大学社会学部講師

瀬田学会 ェクト学内研究 状と課題 新田光子

Aヱミ、

1995.1.2泡 龍谷大学 家族研究プロジ Determinant of Filial Universiti Pertanian Session 1 

大宮学舎 エクト 家族研 Behaviours among Ma1aysia Ma1ay Family 

究セミナー Adult Children Dr. Tengku Aizan bt 

T. A. Hamid 
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Gender Perspectives Universiti Pert叩 ian Session 1 

of Malay Women at Malaysia Malay Family 

Work Dr. Husna bt Sulaiman 

The Impact of Urb卸司 Chulalongkorn Univer- Session 2 Thai 

ization and Industrial- Slty Family 

ization on the Con- Dr. Parasit Swasyart 

temporary Thai 

Family 

Thai Family: A Socio Chulalongkorn Univer- Session 2 Thai 

-Demographic sity Family 

Characteristics Dr. Bhassorn Li-

manonda 

Hirosima City Univer- Session 3 

Slty Discussion 

Dr. Omar Farouk 

(Discussants) 
Bajunid 

Kibi International Session 3 

University Discussion 

Dr. Prasert Yamklin-

fung 

1995.2.l8 龍谷大学 家族研究プロジ 韓国の家族変貌 梨花女子大学講師

大宮学舎 ェクト 家族研 Dr. Ham In-hee 

究セミナー
韓国家族法改正後の家 延世大学法学部教授

族の動向 Dr. Kim Choo-soo 

Family Consciousness 韓国女性開発院主任研究

inKOREA 員 Dr.Byun Wha-soon 

1995.3.11 龍谷大学 地総研共同研究 現代アメリカの農村 熊本大学助教授

瀬田学舎 (高津G)研究 蘭 信三

~ コZ

l的51995.9.30 龍谷大学 地域社会・社会 イギリスにおける社会 大正大学教授

瀬田学舎 福祉制度に関す 福祉行政の現状と課題 佐藤 進

る比較研究関連

セミナー

1995.6.4 龍谷大学 地域社会・社会 アメリカ・オンブズマ 四国学院大学教授

瀬田学舎 福祉制度に関す ン制度と社会福祉制度 宮崎昭夫

る比較研究関連

研究会

1995.7.30 龍谷大学 地域社会・社会 アメリカの社会福祉関 聖カタリナ女子大学助手

瀬田学舎 福祉制度に関す 違法制 山野尚美

る比較研究関連

研究会

1995.11.5 龍谷大学 地域社会・社会 政治史項目の資料提供 京都大学助手

瀬田学舎 福祉制度に関す と解説 西山 伸

る比較研究関連
チベットの社会福祉 種智院大学助手

研究会
宮城洋一郎
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2 研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

1996.1.28 龍谷大学 地域社会・社会 政治史項目の資料提供 京都大学助手
瀬田学舎 福祉制度に関す と解説 西山 伸

る比較研究関連

研究会

1996.2.11 龍谷大学 地域社会・社会 現代日本における社会 筑波大学副学長

瀬田学舎 福祉制度に関す 福祉と自由 副回義也

る比較研究関連

研究会

1996.3.2 龍谷大学 地域社会・社会 共同研究会

瀬田学舎 福祉制度に関す

る比較研究関連

研究会

1995.7.8 龍谷大学 地域社会，家族 アジアにおける家族. 筑波大学客員教授

瀬田学舎 および宗教の関 地域社会および宗教 レスリー・ E・ノfウゾン

係に関する比較 龍谷大学教授
研究関連セミナ 口羽益生

一
1995.12.1 簡谷大学 地域社会，家族 在日韓国・朝鮮人にお 高麗大学校教授

瀬田学会 および宗教の関 ける家族，地域社会及 ~ 三 感烈

係に関する比較 び宗教 淑徳大学助教授
研究関連セミナ 田嶋淳子

一
大阪市立大学助教授
/今日、 富夫

1995.12.2 龍谷大学 地域社会，家族 東南アジアにおける地 吉備国際大学教授

瀬田学会 および宗教の関 域・家族および宗教 プラサート・ヤムクリン

係に関する比較 フン

研究関連セミナ 広島市立大学教授

オマール・ファルーク
」
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2)国際社会文化研究所期 (1997年度~現在)

年度 年月日 場所 セミナー等の名称 タイトル 報告者所属報告者 備考

1997 1997.11.7 龍谷大学 国際社会文化研 東南アジアにおける経 早稲田大学政治経済学部
瀬田学舎 究所開設記念シ 済発展と民主化 教授坪井善明

ンポジウム
アジアの文化と経営 上智大学比較文化学部教

アジアの経済発
授猪原英雄

展と文化

1998 1998.5.27 龍谷大学 1998年度第l回 日本と韓国における稲 龍谷大学国際文化学部教
瀬田学舎 研究報告会 作文化の比較研究 授須藤 護

龍谷大学国際文化学部助

教授朴 :絃国

古代アジアの仏教文化 龍谷大学園際文化学部教

研究 授上山大峻

龍谷大学園際文化学部助

教授嵩 i前也
龍谷大学国際文化学部講

師徐 光輝

能谷大学国際文化学部講

師稲葉 穣

1998.6.17 龍谷大学 1998年度第2回 Teachers' Knowledge 龍谷大学国際文化学部助
瀬田学舎 研究報告会 and Computers: How 教授

Language Teachers プラドリー・ウィリアム

Reflect on Practice 

A Report on Three 龍谷大学国際文化学部教

Differnt European t受 シンプソン・ジェームズ

Economics in Transi- 龍谷大学国際文化学部教

tion 授

キグリチュ・イシュトヴ

アーン

龍谷大学国際文化学部講

師斎藤文彦

1998.12.14 龍谷大学 国際社会文化研 東アジアの通貨危機と A. T.カーニー・アジア
瀬田学舎 究所シンポジウ 国際金融システムの新 担当特別顧問

ム たな展開 木下俊彦

東アジアの通貨
東アジアの経済危機と 飽谷大学国際文化学部助

危機と将来一束
東アジアの経済発展モ 教授木南新新

アジア経済の現
デルの有効性

状と将来ー

東アジアの政治経済学 (財)国際開発高等教育機

構

主席研究員 Ng Chee 

Yuen 

(財)国際開発高等教育機

(モデレーター)
構

国際開発研究センター

所長高橋一生
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2.研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

1999 1999.5.l0 龍谷大学 国際社会文化研 新しい権利の創造に参 ベアテ・シロタ・ゴードン

i頼回学舎 究所講演会 加して

一日本国憲法の女性の

権利条項起草のいきさ

つ-

1999.5.23 龍谷大学 日独国際シンポ ドイツ社会文化状況と ハンブルグ市地域文化協

深草学舎 ジ‘ュウム 社会文化センターの役 会・社会文化振興連盟機

割一日本との比較社会 関紙編集・広報担当

文化研究ー ケルステイン・ホフ

建築家

ウルリッヒ・トールマン

京都 NPOセンター事務

局長

深尾昌峰(コメンテ

ーター)

東京外国語大学助教授

谷 和明(コメンテ

ーター)

1999.l2.2 龍谷大学 国際社会文化研 芸道・武道における Technica1 University at 
~4 瀬田学舎 究所国際シンポ 「型」からシステム編 llmenau. Germany 

ジ、ユウム 成原理としての「型」 Dr. Frank Peschanel 
f¥ Ohio State university， 

USA 

Dr. Hisako Koizumi 

University of Neuchatel， 

Switzerland 

Professor Eric 

Schwarz 

University of Windsor， 

Canada 

Professor George E 

Lasker 

龍谷大学国際文化学部教

授

幸泉哲紀(モデレー

ター)

龍谷大学国際文化学部助

教授

サルズ・ジョナ(モデ

レーター)

2000 2000.l2.4 龍谷大学 国際社会文化研 昔話の比較文化論:臨 吉備国際大学教授

瀬田学舎 究所講演会 床心理の立場から 杉岡津岐子

2001.2.24 龍谷大学 韓日国際シンポ 韓国における市民運動 全南大学校教授

深草学舎 ジュウム (社会文化運動)につ 羅 看采 学会西部部会

いて

『文化の家Jの理念と 光州市北区文化の家常任
活動および運営形態に 委員金 漠均

ついて
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社会文化および社会文 龍谷大学経営学部教授

化運動の韓日比較研究 大阪学院大学助教授

について 重本直利

吉田正岳

コーディネーター
社会文化学会運営委員

結川純子

2001 2001.10.29 龍谷大学 Multi Cultural 美しい日本の中の私~ 龍谷大学社会学部助教授
~11.1 i~項目学舎 Festival 私のアイデンテイテイ 李 相哲

と文明観~

近代日本とアジア~魯 評論家佐高 信

迅および石原莞爾を通

して~

ジャワ舞踏 佐久間新

ウィヤンタリ

韓国の民族楽器「カヤ 龍谷大学園際文化学研究

グム」演奏 科李 美香

中国の民族楽器「古 察 愛琴

等」演奏

キムチを漬けてみる 車章 正良

中国の茶道「工夫茶」 中国茶室

雅趣 JÍ~ 少龍

茶道「薮内流J 茶道部釣寂会

華道「池坊J 池坊華道部

2002 2002.11.1 龍谷大学 国際社会文化研 韓国における家族の現 韓国慶照大学校法科大
瀬田学舎 究所シンポジウ 状と家族法の動向 学教授金 目露沫

ム
日本における家族の現 広島大学名誉教授

日韓両国におけ
状と家族法の動向 中川 i享

る家族の現在

(いま) 龍谷大学社会学部教授・

司会 研究所事業部主任

回中 滋

2002.11.2 龍谷大学 国際社会文化研 集団主義からコジンシ 龍谷大学園際文化学部助
瀬田学舎 究所研究会 ユギへーイ主居からみた 教授ポーリン・ケント

日本の家族関孫一

世帯間共同の実態:ド 龍谷大学社会学部教授

ンデーン村を事例とし 舟橋和夫

て

『インドネシア・フロ 龍谷大学社会学部教授

ーレス烏における家 青木恵理子

族』のための理論的習

作

司会・進行
龍谷大学社会学部教授

山中美由紀
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2.研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

2003 2003.10.22 龍谷大学 国際社会文化研 日本マスコミの北朝鮮 韓国・東亜日報東京支
瀬田学舎 究所シンポジウ 関連報道 社長金 忠植

ム
インターネットカ宝もた 中国・人民日報網路中

日本のアジア報
らす中国世論環境の変 心:インターネットセン

道・アジアの日
貌とその中の日本関連 タ一日本代表処代表，日

本報道
情報 本語編集部編集長

孫 盛林

『日本の物語』として 神田外語大学教授.イン

の東南アジア報道 ターネット新聞「日刊ベ|

リタ」代表，元毎日新聞

バンコク特派員

永井 浩

司会兼問題提起者
龍谷大学駅化学吋

授卓 南生

2003.12.5 龍谷大学 国際社会文化研 文化移転と変容の型 龍谷大学園問問|
瀬田学舎 究所研究会 t受幸泉哲紀

外来文化の受容
南インドのイスラーム 京時人文科学研究所 l

と変容
初伝伝説について 助教授稲葉 譲

仏教文化の伝播と変
一国…吋

容:スリランカの場合 授嵩 満也

仏教文化の伝播と変 龍谷大学園際文化学部教

容 タイと韓国の場合 授幸泉哲紀

教育文化の移転と変 飽谷大学国際文化学部教

容:韓国における新し 授権 五定

い授業モデルの導入と

実践

2004 2004.6.30 龍谷大学 国際社会文化研 原爆と寺院の社会学的 龍谷大学社会学部教授
瀬田学舎 究所第l回研究 研究 新回光子

dZb3、Z 
戦後日本の健康至上主 龍谷大学社会学部教授

義 黒田浩一郎

2004.10.27 龍谷大学 国際社会文化研 ピオトープのある学校 安土町教育委員会
瀬田学舎 究所第2回研究 作り~地域住民との協 関川雅之

ぷZう"、 働による環境教育実践

~ 

環境破壊は人間破談で 龍谷大学社会学部教授

ある~人間の営みをピ 金子龍太郎

オトープ活動を通して

考える~

2005 2005.7.7 龍谷大学 毘際社会文化研 アメリカにおけるマン 龍谷大学国際文化学部助
瀬田学舎 究所第1回研究 ガ受容の新たな展開一 教授松居竜五

~ Shoujoをめぐってー

Images of a Gendered 龍谷大学国際文化学部教

J apan: Geisha as Pro- 授
totype プラドリー・ウィリアム
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2006.1.17 龍谷大学 国際社会文化研 産業化と犯罪一滋賀県 社会学部助教授

瀬田学舎 究所第2回研究 市町村の変容と実態 津島昌弘

~ イギリスおける若者の 国際文化学部助教授

ボランテイア事情 古川秀夫

2005.l2.8 龍谷大学 国際社会文化研 小さな国東ティモール 国立民族学博物館地域研

瀬田学舎 究所シンポジウ の大きな資源ーみんな 究企画交流センタ一助教

ム で考えるコーヒー豆の 授阿部健一

国境を越えた村 活かし方一

おこし一日本と フィリピン山村の植林 九州大学大学院比較社会
東南アジアをつ

運動一先住民と NGO 文化研究院教授
なぐ実践ー をつなぐ草の根国際協 清水 展

力一

日本とインドネシアの いりあい・よりあい・ま

山村の知恵を結ぶーコ なぴあいネットワーク共

モンズの保全をめざし 同代表島上宗子

て-

司会
龍谷大学社会学部教授

加藤 岡t

2006 2006.l1.10 能谷大学 国際社会文化研 食のグローバル化とそ 龍谷大学社会学部講師

瀬田学舎 究所第1回研究 の諸問題に関する考察 村淳真保呂

~ 美意識比較空間の創 龍谷大学国際文化学部教

造:PACKAJ セミ 授サルズ・ジョナ

ナー 2005年

2007.2.26 龍谷大学 国際社会文化研 フィールドワークによ 龍谷大学国際文化学部助
瀬田学舎 究所第2回研究 る南方熊楠の足跡調査 教授松居竜五

~ とビデオ振影

加06.l2.4 龍谷大学 国際社会文化研 新来外国人をめぐる日 立命館アジア太平洋大学
瀬田学舎 究所シンポジウ 本の現状ー受け入れ政 アジア太平洋学部助教授

ム 策と居住の現状一 石井由香

もっと知ろう!l
地域に根付くフイリピ 広島国際学院大学現代社

私たちの隣人一 ン人とコミュニティー 会学部専任講師
新来外国人居住

名古屋の事例ー 高畑 幸
者と目本社会一

〈多文化〉化する都市 法政大学工学部兼任講師

空間一新宿区大久保ー 稲葉佳子

滋賀県在住の日系プラ 龍谷大学大学院国際文化

ジル人労働者と家族一 学研究科博士後期課程

子どもの教育を中心に 松尾隆司

司会
龍谷大学社会学部教授

加藤 岡1

2007 2007.11.21 龍谷大学 国際社会文化研 日中ジャーナリズム交 龍谷大学園際文化学部教
瀬田学会 究所第1図研究 流史の系譜 授卓 南生

会 オンライン・ジャーナ 龍谷大学社会学部准教授
ジャーナリズム

リズムの主役は誰か? 小黒 純
をとらえ直す

一変わるニュース，変

82 



2.研究セミナー・研究会・シンポジウム一覧

わらないニュース

2007.12.12 龍谷大学 国際社会文化研 世界の子どもたちを救 龍谷大学社会学部教授
瀬田学舎 究所第2回研究 う国際組織 金子龍太郎

会 sos子どもの村を日
地域社会の新た 本に導入するために一

な関係構築を目 世論の喚起をめぎす一

指して 研究者の挑戦一

子どもと大人，そして 龍谷大学国際文化学部教

自然との共生に関する 授番崎かすみ

視点

2008.1.18 龍谷大学 国際社会文化研 インドネシア・フロー 龍谷大学社会学部教授

瀬田学舎 究所第3回研究 レス島のカトリック教 青木恵理子

会 徒:アイデンテイテイ

文化の動態一混 とグローパリゼーショ

交・移植・再生 ン

本願寺派による初期ハ 龍谷大学園際文化学部教

ワイ開教と非日系人関 授嵩 i椅也
教の誕生

熊野をめぐる観光のま 龍谷大学社会学部教授

なざしの変遷一国立公 田中 滋

園から世界遺産へ

2007.12.20 龍谷大学 国際社会文化研 九世紀の東アジア海上 仏教大学講師

瀬田学舎 究所シンポジウ 交易 松波宏隆

ム
4世紀-5世紀中葉に 中国国家文物出境鑑定河

古代東アジアの
おける中国仏像の広が ~t結劉 建華

文化交流から学
り

ぶ一温故知新一
唐と激海の交流につい 中国旅順博物館

てー旅順の唐鴻蹴井摩 王 若

崖石刻文字を中心にー

夏一商代(紀元前15- 台湾中央研究院歴史詩言

11世紀)の青銅器の広 研究所内田純子

がり

司会
龍谷大学園際文化学部教

授徐 光輝

2∞8 2008.7.10 龍谷大学 国際社会文化研 声・メディア・虚構の 大阪市立大学大学院文学
瀬田学舎 究所第l回研究 身体?一初音ミクと 研究科准教授

~ Perfumeはどのよう 増田 聡

に異なっているのかー

2008.11.28 龍谷大学 国際社会文化研 桃太郎はいつ，どのよ 龍谷大学園際文化学部教

瀬田学舎 究所第2回研究 うにして日本ーになっ 授佐々木英昭

会 たか

変容する日本の
海外における日本マン 龍谷大学園際文化学部准

イメージ
ガの受容 教授松居竜五
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2009.1.20 龍谷大学 国際社会文化研 米国の児童虐待防止研 神戸流通科学大学教授

瀬田学舎 究所シンポジウ 究と児童相談 加藤曜子

ム
英国の子育て支援政策 龍谷大学社会学部教授

子育て支援と虐
清水隆則

待防止の新しい

視点一日・英・ 日本の教育コミュニテ 兵庫県立大学准教授

米の取り組みー
ィ運動 高田一宏

司会 清水隆則
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浜野シルピア ブラウン

(国際文化学部教授)

室住 賢一(研究事務部長)

.2004年度(平成16年度)

所 長:田中 滋(社会学部教授)

メンパー:李 扉(社会学部講師)

伏見恵文(社会学部教授)

金子龍太郎(社会学部教授)

シンプソン ジェームス

(国際文化学部教授)

朴 怯国(国際文化学部助教授)

劉 虹(国際文化学部助教授)

室住 賢一(研究事務部長)

.2005年度(平成17年度)

所 長:松原贋志(国際文化学部教授)

メンバー:加藤 剛(社会学部教授)

清水隆則(社会学部教授)

山中美由紀(社会学部教授)

シンプソン ジェームス

(国際文化学部教授)

嵩 満也(国際文化学部教授)

ヤマンラール水野美奈子

(国際文化学部教授)

辻川 淳一(研究事務部次長)

.2006年度(平成18年度)

所 長.松原贋志(国際文化学部教授)
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メンバー:荒牧和子(社会学部教授)

加藤 剛(社会学部教授)

吉田 竜司(社会学部助教授)

鈴木 滋(国際文化学部助教授)

須藤 護(国際文化学部教授)

害。 虹(国際文化学部教授)

辻川 淳一(研究事務部次長)

.2007年度(平成19年度)

所 長:加藤 剛(社会学部教授)

メンバー・青木信雄(社会学部教授)

舟橋和夫(社会学部教授)

音田竜司(社会学部助教授)

徐 光輝(国際文化学部教授)

権 五定(国際文化学部教授)

ヤマンラール水野美奈子

(国際文化学部教授)

井野谷文三(研究事務部次長)

.2008年度(平成20年度)

所 長.加藤 剛(社会学部教授)

メンバー:小椋 博(社会学部教授)

清水隆則(社会学部教授)

吉田 竜司(社会学部准教授)

斎藤 文彦(国際文化学部教授)

権 五定(国際文化学部教授)

ヤマンラール水野美奈子

(国際文化学部教授)

井野谷文三(研究事務部次長)



1)地域総合研究所規程

第1章総則

(目的)

6.研究所規程

制 定昭和63年12月l日

一部改正平成6年6月30日

第1条 この規程は，龍谷大学学則第70条に定める地域総合研究所(以下「地総研」という。)につい

て，その組織及び運営等必要な事項を定めることを目的とする。

(所在地)

第2条地総研は，龍谷大学瀬田学舎内に置く。

(地総研の目的)

第3条 地総研は，地域社会に関する総合的調査・研究並びに国際的研究交流を推進し学術研究の向

上に寄与するとともに研究成果の社会還元をはかることを目的とする。

(事業)

第4条 地総研は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1) 地域社会に関する調査・研究

(2) 紀要及び叢書の刊行

(3) 研究セミナー，公開講座，講演会等の開催

(4) 社会福祉の増進等地域社会に対する技術協力及び専門的援助・技術指導

(5) 地域社会に関する資料の収集及び整理

(6) 国内外の大学及び研究機関との交流

(7) その他前条の目的を遂行するために必要な事業

第2章運営会議

(運営会議)

第5条 地総研に，重要な事項について審議・決定するため，地域総合研究所運営会議(以下「運営会

議」という。)を置く。

2 次の各号に掲げる事項は，運営会議において決定するものとする。

(1)事業計画

(2) 研究所予算

(3) 研究プロジェクトの設置・廃止

(4) 研究員及び受託研究員の受入れ

(構成)

第6条運営会議は.次の各号に掲げるもので構成する。

(1)所長

(2) 社会学部教授会が選任する者 5名
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(3) 学長が指名する者 3名

(4) 専任研究員

(5) 研究事務部長

2 前項第2号及び第3号による者の任期は. 1年とする。ただし再任を妨げない。

(招集)

第7条運営会議は，所長が必要と認める都度招集し所長は会議の議長となる。

(定足数等)

第8条 運営会議は，構成員の過半数の出席により成立し，議事は出席者の過半数の同意により決する。

第3章組織

(部の設置)

第9条 地総研に研究調査部及び事業部を設ける。

2 研究調査部は，第4条に規定する事業のうち，研究及び調査に関する事業を分担する。

3 事業部は，第4条に規定する事業のうち，研究情報の収集・整理及び研究成果の社会還元並びに研

究交流等に関する事業を分担する。

(研究プロジ、エクト)

第10条地総研に，研究プロジ、ェクトを置く。

第4章職員組織

(所長)

第11条地総研に，所長 l名を置く。

2 所長は，地総研の業務を総括し，地総研を代表する。

3 所長は，運営会議の推薦する者に対して，学長が任命する。

4 所長の任期は. 2年とする。

(所長代理)

第12条 運営会議が必要と認めるときは，所長代理をおくことができる。

2 所長代理の選任，職務等必要な事項は，その都度運営会議が定める。

(主任)

第13条第9条に定める部に，主任各l名を置く。

2 主任は.各部の業務を調整処理する。

3 主任は，大学の専任教育職員の中から，運営会議が選任する。

(主査)

第14条 第10条に定める研究プロジェクトに，それぞれ主査l名を置く。

2 主査は，当該研究プロジ、エクトを主宰しその活動を調整推進する。

3 主査は，当該研究プロジェクトにかかわる者の中から，運営会議が選任する。

(常任委員会)

第15条所長のもとに，運営会議の決定事項の執行及び委任事項の処理並びに地総研の日常的業務の

連絡・調整を図るために，地域総合研究所常任委員会(以下「常任委員会Jという。)を置く。

2 常任委員会は，次の各号の者で構成する。

(1)所長
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6.研究所規程

(2) 各主任

(3) 運営会議が選任する者 若干名

(4) 地総研事務長

第5章研究員

(研究員)

第16条 地総研に.研究・調査活動に参加する者として.次に掲げる研究員を置く。

(1)専任研究員

(2) 兼任研究員

(3) 客員研究員

(4) 嘱託研究員

(専任研究員)

第17条専任研究員は，地総研に所属する専任教育職員で，専ら研究・調査に従事する者をいう。

2 専任研究員の任用については，別に定める。

(兼任研究員)

第18条兼任研究員は.本学の専任教職員で，地総研の活動に参加する者をいう。

2 兼任研究員は，所長が候補者を推薦し，学長が委嘱する。ただし，候補者が専任教育職員である場

合は.あらかじめその候補者の所属する教授会の承認を得るものとする。

3 兼任研究員の任期は 1年間又は2年間とする。ただし.再任を妨げない。

(客員研究員)

第19条客員研究員は，学外の研究者でその身分のまま一定期間地総研に所属する者をいう。

2 客員研究員は，所長が候補者を推薦し，運営会議の承認を経て学長が委嘱する。

(嘱託研究員)

第20条 嘱託研究員は，前3条に規定する研究員以外の者で，地総研の活動に参加する者をいう。

2 嘱託研究員の任期は，客員研究員に準じるものとする。

(受託研究員)

第21条 地総研は，企業等から受託研究員を受入れることができる。

2 受託研究員の受入れについては.別に定める。

第6章補則

(事務)

第22条 地総研に，地総研の事務を処理するため，地総研事務室を置く。

2 地総研事務室に.必要な事務職員を置く。

(改廃)

第23条 この規程の改正又は廃止は 運営会議の発議により大学評議会において行うものとする。

付則

この規程は.昭和64年4月1日から施行する。

付則(平成6年6月30日第6条改正)

この規程は，平成6年4月1日から施行する。
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2)国際社会文化研究所規程

第1章総則

(目的)

制 定平成9年3月25日

一部改正平成13年9月27日

一部改正平成15年5月15日

一部改正平成20年3月6日

第1条 この規程は，龍谷大学学則第70条に定める国際社会文化研究所(以下「杜文研」という。)に

ついて，その組織及び運営等必要な事項を定めることを目的とする。

(所在地)

第2条社文研は，龍谷大学瀬田学舎内に置く。

(杜文研の目的)

第3条 杜文研は，地域，社会，福祉.国際文化及び国際共生に関する総合的学術研究並びに国際的研

究交流を推進しこれらの分野における学術研究の向上に寄与するとともに研究成果の社会還元をは

かることを目的とする。

(事業)

第4条杜文研は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1) 地域，社会，福祉，国際文化及び国際共生に関する研究・調査

(2) 紀要及び叢書の刊行

(3) 研究セミナー.公開講座及び講演会等の開催

(4) 社会福祉の増進等地域社会に対する技術協力及び専門的援助・技術指導

(5) 地域，社会.福祉.国際文化及び国際共生に関する資料の収集及び整理

(6) 国内外の大学及び研究機関との交流

(7) その他前条の目的を遂行するために必要な事業

第2章運営会議

(運営会議)

第5条 社文研に，重要な事項について審議・決定するため，国際社会文化研究所運営会議(以下「運

営会議」という。)を置く。

2 次の各号に掲げる事項は，運営会議において決定するものとする。

(1) 事業計画

(2) 研究所予算

(3) 研究プロジェクトの設置・廃止

(4) 研究員及び受託研究員の受入れ

(構成)

第6条運営会議は，次の各号に掲げるもので構成する。

(1)所長

(2) 社会学部教授会が選任する者 3名
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6.研究所規程

(3) 国際文化学部教授会が選任する者 3名

(4) 専任研究員

(5) 研究部事務部長

2 前項第2号及び第3号による者の任期は. 1年とする。ただし再任を妨げない。

(招集)

第7条 運営会議は，所長が必要と認める都度招集し所長は会議の議長となる。

(定足数等)

第8条 運営会議は，構成員の過半数の出席により成立し議事は出席者の過半数の同意により決する。

第3章組織

(部の設置)

第9条社文研に研究調査部及び事業部を設ける。

2 研究調査部は，第4条に規定する事業のうち，研究及び調査に関する事業を分担する。

3 事業部は，第4条に規定する事業のうち，研究情報の収集・整理及び研究成果の社会還元並びに研

究交流等に関する事業を分担する。

(研究プロジェクト)

第10条社文研に.研究プロジェクトを置く。

第4章職員組織

(所長)

第11条杜文研に，所長を l名を置く。

2 所長は，社文研の業務を統括し社文研を代表する。

3 所長は，運営会議の推薦する者に対して，学長が任命する。

4 所長の任期は. 2年とする。

(所長代理)

第12条 運営会議が必要と認めるときは，所長代理をおくことができる。

2 所長代理の選任は，職務等必要な事項は，その都度運営会議が定める。

(主任)

第13条第9条に定める，主任各1名を置く。

2 主任は，各部の事業を調整処理する。

3 主任は，大学の専任教育職員の中から，運営会議が選任する。

(主査)

第14条 第10条に定める研究プロジェクトに，それぞれ主査l名を置く。

2 主査は，当該研究プロジェクトを主宰し，その活動を調整推進する。

3 主査は，当該研究プロジェクトにかかわる者の中から.運営会議が選任する。

(常任委員会)

第15条 所長のもとに，運営会議の決定事項の執行及び委任事項の処理並びに社文研の日常的業務の

連絡・調整を図るために，国際社会文化研究所常任委員会(以下「常任委員会」という。)を置く。

2 常任委員会は，次の各号の者で構成する。

(1) 所長
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(2) 各主任

(3) 運営会議が選任する者 若干名

(4) 杜文研課長

第5章研究員

(研究員)

第16条 社文研に，研究・調査活動に参加する者として，次に掲げる研究員を置く。

(1) 専任研究員

(2) 兼任研究員

(3) 客員研究員

(4) 嘱託研究員

(専任研究員)

第17条専任研究員は，社文研に所属する専任教育職員で，専ら研究・調査に従事する者を言う。

2 専任研究員の任用については，別に定める。

(兼任研究員)

第18条 兼任研究員は，本学の専任教職員で.社文研の活動に参加する者をいう。

2 兼任研究員は，所長が候補者を推薦し，学長が委嘱する。ただし候補者が専任教育職員である場

合は，あらかじめその候補者の所属する教授会の承認を得るものとする。

3 兼任研究員の任期は. 1年間又は2年間とする。ただし，再任を妨げない。

(客員研究員)

第19条 客員研究員は，学外の研究者でその身分のまま一定期間社文研に所属する者をいう。

2 客員研究員は，所長が候補者を推薦し，運営会議の承認を経て学長が委嘱する。

(嘱託研究員)

第20条 嘱託研究員は，前3条に規定する研究員以外の者で，社文研の活動に参加する者をいう。

2 嘱託研究員の任用は 客員研究員に準ずるものとする。

(受託研究員)

第21条杜文研は，企業等から受託研究員を受け入れることができる。

2 受託研究員の受け入れについては，別に定める。

第6章補則

(事務)

第22条社文研に，社文研の事務を処理するため，国際社会文化研究所事務室(以下「社文研事務室」

という。)を置く。

2 社文研事務室に，必要な事務職員を置く。

(改廃)

第23条 この規程の改正又は廃止は，運営会議の発議により大学評議会において行うものとする。

付則

1 この規程は.平成9年4月1日から施行する。

2 地域総合研究所が継続している事業については，国際社会文化研究所が引き継ぐものとする。
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付則(抄) (平成13年9月27日第6条改正)

l この規程は，平成13年4月1日から施行する。

付則(平成15年5月15日第15条改正)

l この規程は.平成15年4月l日から施行する。

6.研究所規程

2 この規程の施行に伴い，現に，国際社会文化研究所事務室事務長にある者は.この規程による課長

とみなす。

付則(平成20年3月6日第3条，第4条改正)

この規程は，平成20年3月6日から施行する。
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7.国際社会文化研究所の組織図

事業部

主任
研究プロジェクト A

主査，研究員
①研究セミナー，公開講座，講演会等の開催

②社会福祉の増進等地域社会に対する技術協力
研究プロジェクト B

主査.研究員
および専門的援助・技術指導

③国内外の大学および研究機関との交流

研究調査部

主任

。

イシ

イシ

研究プロジェクト X

主査，研究員

①地域社会に関する調査・研究

②紀要および叢書の刊行

研究員

③地域社会に関する資料の収集

および整理

研究所事務室

専任研究員(研究所専任教員)

兼任研究員(学内専任教員)

客員研究員(学タ阿汗究員)

嘱託研究員(上記以外の者)

受託研究員


